
 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

「学ぶ楽しさ」「分かる・できる喜び」が実感できる授業づくり 

校長 水科 貴之   

 ９月17日（土）に開催した体育祭には多くの保護者、地域の皆様からご来校いただきました。少しずつ

感染者数も減少傾向にあったとはいえ、当日は感染防止に加え、熱中症対策を講じた中での開催となりま

した。全ての競技や応援を終えた閉会式での生徒一人一人の表情には、力を出し切った後の達成感や仲間

と共に創り上げた満足感があふれていました。心温まる声援、惜しみない拍手を賜った保護者、地域の皆

様、大変ありがとうございました。 

また７日（金）には、伝統行事であるＯＫＡＭＩ遠足を実施しました。当日は朝から小雨が降り続き、

気温が低い中でのスタートとなりましたが、生徒は自分に合ったコース（32ｋｍの鳥人コース、24ｋｍの

尾神コース）を自分に合ったペースで最後まで歩き切ることができました。当日は多くの保護者の皆様か

らの危険個所での交通誘導、各関門での通過確認、中には生徒と一緒に歩いてくださる方々などのおかげ

もあり、大きなトラブルや事故もなく実施することができました。この行事を通して、生徒は大きな自信

と成就感を味わうことができました。実施にあたりご理解とご協力をくださった、保護者の皆様方に重ね

て感謝申し上げます。大変ありがとうございました。 

  

さて、４月に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果が7月末に公表されました。当校では、結果

を受けて、各教科主任が回答状況等を分析し、指導の改善に生かすべく今後の具体的な取組をまとめ、全

職員で共通理解を図りました。今後も「学ぶ楽しさ」「分かる・できる喜び」が体得できる授業の実現に

向けて、全校体制で学力の向上、望ましい習慣の確立、社会性の育成等に取り組んでまいります。分析結

果の概要は以下のとおりです。 

【教科に関する調査】 ※ 平均正答率（全国・県の平均に対して） 

国語 大きく下回る 数学 大きく下回る 理科 下回る 

・国語：特に「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域では、全国・県平均と比べ大きな差がある。 

・数学：４つの領域全てにおいて、全国・県平均ともに大きな差がある。 

・理科：特に「粒子」の領域での全国・県平均との差が大きい。 

 

【生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査】○：全国及び県平均よりも良好な傾向  ●：課題となる点 

なお、今後の具体的な手立てや支援の概要については裏面に掲載してありますのでご覧ください。 

上越市立吉川中学校 

学校だより「第７号」  

令和４年 10月 18日発行 

「誉れ・希望・誇り」 

○「いじめはどんな理由があってもいけない」（「思う、そう思う」の割合が、全国及び県を上回る） 

○「今住んでいる地域の行事に参加している」（肯定的な回答の割合は、全国比を大きく上回る） 

●「朝食の摂取、決まった時刻での就寝・起床」：基本的な生活習慣の確立 

●「メディアの使い方について、家の人と約束したことを守っている」：メディア利用に係るルール 

●「自分にはよいところがある」「人の役に立ちたい」「学校が楽しい」：自己肯定感、有用感、満足感 

●「授業や総合的な学習の時間の活動では、自分で考え、取り組んだ」：主体性、課題解決能力、探究心 

●「学習した内容を見直し、次の学習につなげた」：振り返り・家庭学習習慣の確立 

 



◇女子ソフトテニス（団体戦のみ） ベスト 8 

＜予選リーグ２位通過＞  ＜決勝トーナメント＞ 

  吉川３－０城東      吉川０－３城西 

 吉川１－２上教大附属        

 

＜９月１７日 体育祭＞ 
「アオハルパワー ～僕らで起こそう 青春のキセキ～」 

 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度体育祭は、紅軍「炎舞」、青軍「蒼月」をチーム名にして競技・応援と熱戦を繰り広げまし

た。9月に入っても気温が高い日が続き、体育祭当日も暑さの中、吉中生のパワーのぶつかり合いをグラ

ウンドいっぱいに繰り広げました。それぞれの軍とも、３年生のリーダシップの下で、１・２年生がまと

まり、笑顔あふれる充実の1日となりました。 

 ＜体 育 祭 結 果＞ 

    応援部門  最優秀賞 青軍 優秀賞 紅軍 

    パネル部門 最優秀賞 紅軍 優秀賞 青軍 

    競技部門  最優秀賞 紅軍 優秀賞 青軍 

    総合部門  最優秀賞 紅軍 優秀賞 青軍 

 
＜新人戦各種大会・科学研究発表会＞ 

◇男子ソフトテニス  （団体戦のみ）   第5位 

 

＜予選リーグ３位通過＞  ＜順位決定リーグ１位＞    

 吉川０－３糸魚川 

 吉川２－１上教大附属 

 吉川１－２城東 

 

吉川２－１城西 

吉川２－１城北 

吉川２－１上教大附属 

 

◇剣道 

＜個人戦＞                                 

１年 男子個人B  N・R 第３位   

２年  女子個人  １回戦敗退          

     T・Y 

       T・S      

◇新人陸上大会 

1年男子800m   8位 K・A 

2年男子800ｍ   3位 S・H 

2年女子100ｍH  5位 O・M 

共通女子四種   3位  O・M 

◇上越市妙高市合同駅伝大会 

男子19位  

Y・S、S・M、S・H 

 H・S、M・N 



◇ 科学研究発表会 

  O・S (1年) 「カップラーメンの汁から家計の懐を守る三種の神器」 奨励賞 ＊県へ推薦 

I・Y (3年)  「牛乳からプラスチック」                   奨励賞  

K・R(3年)、N・K(3年)、N・(1年)「簡単なカルメ焼きの作り方」 奨励賞 

  

＜９月２７日 「地域のお宝発見紹介」１・２年取材活動＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

今年の「お宝発見紹介」では、紹介動画に自分たちの思いや願いを込めていくことを目標としていま

す。パラグライダーなどの体験をしたり、杜氏の方からお話を伺ったりするなど、新しい吉川の魅力を

たくさん発見しました。また行く先々で歓迎していただき、吉川の人たちの温かな思いに感激した 1日

となりました。大変お世話になり、ありがとうございました。発表会は 12月上旬を予定しています。 

 
＜１０月７日 ＯＫＡＭＩ遠足＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当日は、冷たい雨が降る中でしたが、生徒は自分の選んだ鳥人コース（32ｋｍ）、尾神コース（24ｋ

ｍ）に挑戦しました。大勢の保護者の皆さんからボランティアとして関門の記録、コースを一緒に歩い

て安全管理など、生徒を励ましていただきました。大変ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜音楽祭開催のお知らせ＞ 
 10月 22日(土)の学習参観日の午後から、校内音楽祭を行います。本年度は、コロナウイルス感染 

症にかかわる対応を取りながら、保護者・地域の皆様から生徒の活動の様子をご参観いただきたいと 

存じます。（当日は、混雑が予想されますので、体育館裏の駐車場もご利用ください。） 

期日  令和４年10月22日（土） 13時40分～15時50分 (開場は13時20分) 

会場  吉川中学校 体育館 

・当日は、体育館玄関からお入りください。(内履きをご持参ください) 

・コロナウイルス感染症予防のため、マスクの着用、手指消毒をお願いします。 

また、ご家族に発熱や風邪症状が見られる場合は、来校を控えてください。 

                             
 
 11月 
 

 
 
 

【第４期 学習充実・進路決定期】 

・落ち着いて学習や読書に取り組もう。 

・自己を見つめ、進路について考えよう。 

 1日 
 4日 

    
8日    

  10日 
11日 

  15日 
16日 

 17日 
  18日 
  21日 
 22日 
 24日 
25日 
29日 
30日 

火 
金 
 
火
木 
金 
火
水
木
金 
月 
火 
木 
金
火
水 

第４期教育期集会 ２年歯肉炎予防教室 生徒会役員選挙立候補受付開始(～8日) 
上進連③ 漢字検定 放課後学習会 
テスト前部活動停止（～10日まで） メディアセーブウイーク(MSW)（～10日） 
放課後学習（～９日まで） 
定期テスト３（～11日） 
校内球技大会 
全校朝会 上越市学校教育研究会一斉研修日 給食後放課 部活動なし 
専門委員会 
３年命・絆を考える講座(午前) 吉川小中合同いじめゼロスクール集会(午後)  
３年進路説明会 
生徒会役員選挙活動(～28日) 
１学年朝会 
２学年朝会 学級討議 
３学年朝会  
生徒会立会演説会 投票 
学級優先日 

 

【教科に関する手立て】 

・各教科での日々の授業改善の取組：全校体制での授業スタンダードに基づく、課題解決的な授業実践 

・県のWeb配信問題を活用するなど、対話的な授業を通した生徒主体の授業実践 

・国語：「話すこと・聞くこと」の力をつけるために、スピーチやディスカッションの機会を多く設定する。 

また、毎学期に複数回、聞き取りテストを行うなど、聞き取る力の育成に力を入れる。 
・数学： 計算の仕組みや途中式に焦点を当てながら、丁寧な指導を心掛ける。また、教育補助員とのTT授業を

進めることで個別最適な学びや個に応じた学習支援を継続する。 

・理科：身近な事例を取り上げるなど、学習内容をより具体化してイメージしやすくする。また、小テストをこ

まめに行うなど、生徒の理解度の把握に努め、丁寧な指導を心掛ける。 

※ 調査結果については小・中で共有し、重点的に取り組む教科の単元や指導方法についても共通理解を図る。 

【質問紙調査の結果を受けて】 

・地域への愛着を高め、地域貢献活動を活用しながら、引き続き、自己有用感の醸成に努める。また、地域の中

でのあいさつや場に応じた態度を身に付けることで、社会性の育成を図る。 

・生徒が「学校が楽しい」「自分のよいところ」を認識できるような活動を行うことで、希望や自信をもてるよ

う支援する。 


